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展示図録 『山口大学 学宝展 in 小串』

小串キャンパスを南上空から望む
（中央が山口大学小串キャンパス）

小串キャンパス位置図
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ごあいさつ
　山口大学医学部の皆さん、宇部市の皆さん、こんにちは！　私たちは、山口大学キャンパス内で遺跡の発掘調査を担当し

ている、『山口大学埋蔵文化財資料館』です。当館は山口市の吉田キャンパスに所在するため、これまで常設・企画展示を

ご覧いただける機会が少なかったものと思います。

　本日は、医学祭の特別企画として、１日限りの企画展示『山口大学学宝展 in小串』を開催します。皆さまの足下から出土

した貴重な文化財です。ごゆっくり観覧下さい。

医学部キャンパス発掘調査の歴史
　小串キャンパスにおいて初めて発掘調査が行われたのは、昭和 58年 (1983) のことです。この年、体育館の新設工事に伴

い発掘調査を実施したところ、地下から多数の埋蔵文化財が出土しました。新しい遺跡の発見です。その後小串キャンパス

敷地は『山口大学医学部構内遺跡』という名称が与えられ、現在まで継続して発掘調査が行われています。

山口大学医学部構内遺跡の特徴
　この遺跡の特徴は、様々な時代の遺物が堆積土中に混ざり込んでいるところにあります。宇部市街は、ご存じの通りその

ほとんどが埋め立て地です。小串キャンパスも、現在でこそ海岸線からは遠く離れていますが、海抜約３ｍという標高が示

すとおり、過去においては海であったことが判明しています。ただし、キャンパス北側が現在でも丘陵地となっていること

からもわかるように、陸地に近い海中であったものと推定されます。

　実際に発掘調査を行ってみると、キャンパス北部では地下約３ｍ地点で大量の貝類が砂中にから出土します。貝の種類と

してはハマグリとアサリが大多数を占めますが、カキやハイガイ、ヘナタリなども出土します。このことから、キャンパス

北部は過去において河口付近の汽水域であったことが復元できるのです。またこの貝類に混ざった状態で縄文時代から古墳

時代の土器などが出土します。この物的証拠により、小串キャンパスは少なくとも古墳時代までは海中であったことが証明

されるのです。



学宝NO.85
　名称：瓦質土器　足鍋
出土地：医学部体育館
　口径：不明
　器高：不明
　時代：室町時代

学宝NO.86
　名称：瓦質土器　足鍋
出土地：医学部体育館
　口径：不明
　器高：不明
　時代：室町時代

学宝NO.83
　名称：白色土器　椀
出土地：職員宿舎公共下水
　底径：6.6 ㎝
　器高：不明
　時代：平安時代

学宝NO.84
　名称：瓦質土器　足鍋
出土地：職員宿舎公共下水
　口径：不明
　器高：不明
　時代：室町時代

学宝NO.89
　名称：磁器　皿
出土地：職員宿舎公共下水
　口径：不明
　器高：不明
　時代：江戸時代

学宝NO.90　
　名称：磁器　碗
出土地：職員宿舎公共下水
　口径：不明
　器高：不明
　時代：江戸時代

学宝NO.87
　名称：瓦質土器　擂鉢
出土地：職員宿舎公共下水
　口径：（34.6 ㎝）
　器高：不明
　時代：室町時代

学宝NO.88
　名称：中国銭「永楽通宝」
出土地：職員宿舎公共下水
　素材：銅
　直径：2.5 ㎝
　時代：室町時代

学宝NO.91
　名称：磁器　紅皿
出土地：職員宿舎公共下水
　口径：不明
　器高：不明
　時代：江戸時代

学宝NO.92
　名称：煙管　雁首
出土地：職員宿舎公共下水
　素材：銅
　重量：8.04ｇ
　時代：江戸時代

学宝NO.93
　名称：磁製　将棋駒「金」
出土地：職員宿舎公共下水
　素材：陶石
　重量：7.17ｇ
　時代：江戸時代

学宝NO.73
　名称：削器
出土地：医学部附属病院MRI 棟
　素材：蛇紋岩
　重量：1.0ｇ
　時代：後期旧石器時代

学宝NO.74
　名称：細石刃
出土地：医学部附属病院MRI 棟
　素材：流紋岩
　重量：0.2ｇ
　時代：後期旧石器時代

学宝NO.75
　名称：細石刃
出土地：医学部附属病院MRI 棟
　素材：チャート
　重量：0.8ｇ
　時代：後期旧石器時代

学宝NO.76
　名称：二次加工のある剥片
出土地：医学部附属病院MRI棟
　素材：安山岩
　重量：2.2ｇ
　時代：後期旧石器時代か

学宝NO.77
　名称：石核
出土地：医学部附属病院MRI 棟
　素材：安山岩
　重量：7.2ｇ
　時代：後期旧石器時代か

学宝NO.80
　名称：石錘
出土地：地下オイルタンク
　素材：片岩
　重量：162ｇ
　時代：縄文時代か

学宝NO.81
　名称：弥生土器　甕
出土地：職員宿舎公共下水
　口径：不明
　器高：不明
　時代：弥生時代前期

学宝NO.82
　名称：須恵器　坏蓋
出土地：職員宿舎公共下水
　口径：(13.6 ㎝ )
　器高：不明
　時代：古墳時代後期

学宝NO.78
　名称：縄文土器　深鉢
出土地：柳ヶ瀬丸河内線道路
　口径：不明
　器高：不明
　時代：縄文時代後期

学宝NO.79
　名称：縄文土器　深鉢
出土地：地下オイルタンク
　底径：(10.8 ㎝ )
　器高：不明
　時代：縄文時代後期～晩期

小串キャンパス出土品


